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広報ぬまた 平成19年９月１日

厳しい市の台所事情
地方財政の状況は、ここ数年の間で大きく変化しています。

５月号では今年度の当初予算の概要についてお知らせしましたが、今回は、決算の推移をみながら本市の

財政状況や課題などをお知らせします。

財政課財政係1内線３２６２

■普通会計における歳入および歳出総額の推移
●収入(歳入)については、平成12年度と平成18年度を比較すると、６年間で約36億円、14％もの大幅な
減少となっています。また、市税などの自主財源が減少する一方で、財政力に応じて交付される地方交付
税も大幅に減少しています。本市のように、歳入に占める自主財源の割合が低い市町村は、国や県の政策
などの動向に大きく左右されます。今後は、市税や地方交付税など、市が自由に使える財源の大幅な増収
は見込めず、減少傾向が続くものと予測されます

●支出(歳出)については、歳入と同様に平成12年度と平成18年度を比較すると、約35億円の減少となって
います。道路や建物などの建設事業費(投資的経費)が大きく減少しています。今後は、少子高齢社会への
対応などで、医療や福祉関係への支出がさらに増加することが予測されます

●使うお金がどんどん増えていく中で、入ってくるお金の大幅な伸びが見込めないのために、市の財政はと
ても苦しい状況です。今後は、さらに厳しくなることが予想されますので、何とかやりくりしていかなけ
ればなりません

※用語解説
地方交付税
すべての国民が全国どこに住んでいても標準的な

行政サービスを受けることができるように、国がす
べての県や市町村の間で異なる税収の不均衡を補っ
て財源保障する制度です。これは、一般財源とされ
その使途に制約はありません。
臨時財政対策債
国の交付税特別会計の財源不足に対応するため

に、地方が特例として発行する地方債で、その全額
が交付税措置されます。個人の場合に例えると、住
宅ローンは使い道が限られますが、臨時財政対策債
は使途に制約がありません。

地方交付税などの推移
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指標で見る財政状況(普通会計)

身の丈にあった行財政運営を目指して

経常収支比率 公債費負担比率

※合併前の指数は、旧沼田市単独の数値を使用。平成18
年度は未確定値

市税や地方交付税など経常的な収入が、義務的で固定的
に支出される経費(人件費・扶助費・公債費など)にどれだけ
使われているかを示したものです。この比率が高くなるほ
ど、財政の弾力性を失いつつあることになります。

※平成15年度は、合併前の３市村の合算数値

市債は、主に道路や施設などを整備するための借金で、
後年度に元利金を償還(返済)する必要があるので、今後とも
将来の財政状況を見通して適切に活用していく必要があり
ます。

※平成15年度は、合併前の３市村の合算数値

※合併前の指数は、旧沼田市単独の数値を使用。平成18
年度は未確定値

公債費(借金の返済金)に充てられた一般財源(税・地方交
付税など、使い道を特定せずに使える財源)の割合をいいま
す。公債費が一般財源の使い道をどの程度制約しているか
を見ることができます。

急速に少子高齢社会へと変わっていく中で、これからも現在と同じ行財政運営を続けていくと市の財政が破たんし、真に

必要な行政サービスの提供さえも難しくなってしまいます。

今後、一段と厳しくなることが見込まれる財政状況を踏まえて、本市では積極的に財政構造の見直しを行い、限られた財

源を大切に使って行財政運営を行っていきます。

■収入の確保
■受益者負担の適正化

★行財政改革実施本部を設置
財政運営が成り立たなくなることがないように、思い切った意識の転換を図り、財政基盤強化や歳出構造改革など

の行財政改革を推進するため、｢沼田市行財政改革実施本部｣を設置しました。また、｢行財政改革実施検討委員会｣お

よび｢作業チーム｣を置き、効果的かつ効率的な行財政改革を実施します。

■事務事業の再編
整理、廃止統合

■人件費などの見直し
■義務的経費の見直し

■投資的経費の縮減
■特別会計などへの繰出金の見直し

基金は、市の貯金です。
現在、借金250億円に対し39億円の貯金しかないという
状況です。今後は、この貯金を取り崩すことなく行財政運
営していくことを考えなければなりません。

市債残高(市の借金) 基金残高(市の貯金)

※75％以下が望ましいといわれています ※15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされています

沼田市

＜　75％　＜

沼田市

＜　15％　＜



十
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証(

保
険
証)
が
更
新
に
な

り
ま
す
。
現
在
使
用
中
の
保
険
証
は

九
月
三
十
日
ま
で
有
効
で
す
。
新
し

い
保
険
証
は
九
月
下
旬
ま
で
に
国
保

世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
を
希

望
し
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

で
保
管
し
、
直
接
窓
口
で
交
付
し
ま

す
の
で
、
電
話
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。十

月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い

保
険
証
は
一
人
一
枚
の
カ
ー
ド
に
な

り
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
平
成
二
十

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

保
険
証
の
新
旧
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
、
期
限
が
切
れ
た
も
の
は
破
棄
す

る
な
ど
各
人
で
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。沼

田
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

で
、「
遠
」と
表
示
さ
れ
た
保
険
証
を

使
用
さ
れ
て
い
た
人
は
、
今
回
以
降

更
新
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な

い
人
に
は
、
納
税
相
談
を
行
っ
た
上

で
お
渡
し
す
る
場
合
や
特
別
の
事
情

な
ど
も
な
く
滞
納
が
長
期
に
わ
た
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
短
期
被
保
険
者

証
、
ま
た
は
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
短
期
被
保
険
者
証
は
、
通

常
一
年
間
の
有
効
期
間
が
六
カ
月
間

で
、
効
力
は
一
般
被
保
険
者
証
と
同

様
で
す
。
資
格
証
明
書
は
、
国
保
の

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
で
、

受
診
の
と
き
は
国
保
と
同
様
の
保
険

点
数
単
価
と
な
り
ま
す
が
、
負
担
割

合
は
十
割
負
担
と
な
り
ま
す
。な
お
、

資
格
証
明
書
は
世
帯
で
一
枚
で
す
。

十
割
負
担
を
し
た
医
療
費
は
、
そ

の
七
割
を
、
領
収
書
を
添
え
た
申
請

に
よ
り
返
還
し
ま
す
が
、
滞
納
の
解

消
な
ど
に
よ
る
通
常
の
保
険
証
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
３
、
白
沢
町
市
民
課

1
３
１
、
利
根
町
市
民
課
1
内
線
４

５
へ
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
燃
や
せ
る

ご
み
の
日
に
は
、
含
水
率

の
高
い
生
ご
み
が
多
く
出

さ
れ
ま
す
。
生
ご
み
は
水

切
り
を
徹
底
す
る
だ
け
で
も
か
な
り

減
量
で
き
、
清
掃
工
場
で
の
焼
却
効

率
が
上
が
り
ま
す
。
衛
生
面
で
も
生

ご
み
特
有
の
腐
敗
臭
が
出
に
く
く
な

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
方
法
で
も
生
ご
み
を

減
ら
せ
ま
す
。

・
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を

使
っ
て「
た
い
肥
化
」を
す
る

・
生
ご
み
処
理
機
を
使
い「
減
容
化
」

す
る

(

※
市
環
境
保
健
協
議
会
で
は
こ
れ

ら
の
処
理
に
必
要
な
器
具
の
購
入

に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す)

一
番
大
切
な
こ
と
は
生
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
必

要
以
上
の
も
の
を
買
わ
な
い
、
作
り

過
ぎ
な
い
、
食
べ
残
さ
な
い
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
廃
棄
物

対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
へ
。
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

十
月
一
日
か
ら
一
人
一
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
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対
象
者

４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
31
日
ま
で
に
、
77
歳
、
88
歳

と
99
歳
に
達
す
る
日
を
迎
え
る

人
と
100
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
年

の
９
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
本

市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
、
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
の
該
当

者
は
次
の
人
に
な
り
ま
す
。

77
歳
・
喜
寿(

祝
金
５
千
円)

昭
和

５
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

88
歳
・
米
寿(

祝
金
１
万
円)

大
正

８
年
４
月
２
日
か
ら
大
正
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

99
歳
・
白
寿(

祝
金
３
万
円)

明
治

41
年
４
月
２
日
か
ら
明
治
42
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

100
歳
以
上(

祝
金
５
万
円)
明
治
41

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
特
に
申
請
な
ど
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
該
当
者
に
は
改
め
て
通
知

し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
５
、
白

沢
町
市
民
課
保
健
福
祉
係
1
内
線
３

４
、
利
根
町
市
民
課
福
祉
係
1
内
線

４
４
へ
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢

献
し
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
、
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
の
九
十
五
歳
以
上
九

十
九
歳
は
百
三
十
一
人
、
百

歳
以
上
は
十
八
人
で
す
。(

年

齢
は
今
年
の
う
ち
に
九
十
五

歳
以
上
に
な
る
人
で
す)

最
高
齢
者
は
齋
藤
か
つ
さ
ん

(

上
発
知
町)

で
百
九
歳
で
す
。

紙
面
の
都
合
上
百
歳
以
上

の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
、
紹
介

し
ま
す
。

◆
109
歳(

明
治
31
年
生
ま
れ)

齋
　
藤
　
か
　
つ
　
上
発
知
町

◆
105
歳(

明
治
35
年
生
ま
れ)

島
　
津
　
加
　
寿
　
宇
楚
井
町

◆
103
歳(

明
治
37
年
生
ま
れ)

岸
　
　
　
虎
　
尾
　
坊
新
田
町

◆
102
歳(

明
治
38
年
生
ま
れ)

山
　
崎
　
あ
　
き
　
白
沢
町
岩
室

◆
101
歳(

明
治
39
年
生
ま
れ)

望
　
月
　
孝
　
司
　
井
土
上
町

根
　
岸
　
い
　
　
　
屋
形
原
町

三
　
浦
　
タ
キ
エ
　
西
原
新
町

大
　
坂
　
さ
　
く
　
高
橋
場
町

荒
　
木
　
隆
　
壽
　
東
原
新
町

◆
100
歳(

明
治
40
年
生
ま
れ)

深
　
田
　
か
　
つ
　
鍛
冶
町

戸
　
部
　
　
　
　
　
横
塚
町

田
　
　
　
江
　
西
倉
内
町

井
　
わ
　
か
　
堀
廻
町

阿
久
井
　
そ
　
う
　
材
木
町

澤
　
浦
　
久
　
夫
　
坊
新
田
町

大
　
木
　
あ
　
き
　
硯
田
町

下
　
　
　
　
　
勇
　
東
倉
内
町

石
　
井
　
正
　
章
　
下
久
屋
町

（
８
月
１
日
現
在
。
敬
称
略
）
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敬老祝金は、市内の高齢者で祝い年を迎える人と
100歳以上の人に祝金を贈呈し、その長寿を祝福
すると共に、市民の敬老思想の高揚と高齢者の福
祉増進に寄与することを目的としています。

百
歳
以
上
の
人
を
紹
介
し
ま
す

９月17日は敬老の日秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動
９月21日(金)から30日(日)までの10日間

交通事故死者の大半が高齢者です。通り慣れた道路で
も交通ルールをしっかり守って、事故を未然に防ぎまし
ょう。

飲酒運転の危険性や違法性を認識し、飲酒運転を絶対
しない、させない固い決意を持ちましょう。

日没までの時間が急に短くなってくる時期です。自転
車の運転者は、早めのライト点灯を心掛けましょう。ま
た、歩行者は目立つ服装や反射材をつけるなど、夕方・
夜間に運転者から見やすくなる工夫をしましょう。

万が一の時に命を守る大切なものです。必ず着用する
ようにしましょう。
以上の項目を守り、交通事故のない明るい社会づくり
に努めましょう。

詳しいことは、生活課生活環境係1内線７７３７２へ。

高齢者の交通事故防止

飲酒運転の根絶

夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
用中の交通事故防止

後部座席を含むシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底



下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆

さ
ん
に
は
、
三
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
す
る
よ
う
説
明
会
な
ど
を
通
し

て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、
排
水
を

流
し
込
む「
公
共
汚
水
マ
ス(

塩
化
ビ

ニ
ー
ル
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製)

」

が
各
家
庭
の
宅
地
内
に
設
置
さ
れ
、

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
汚
水
マ
ス

は
市
の
公
共
物
で
す
の
で
、
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
工
事
は
ト
イ
レ
だ
け
で
な

く
、
台
所
や
お
風
呂
の
排
水
も
下
水

道
に
接
続
し
ま
す
。(

雨
水
は
接
続

で
き
ま
せ
ん)

市
で
は
、
粗
悪
な
工
事
や
違
法
工

事
を
防
ぐ
た
め
、
資
格
の
あ
る
工
事

店
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
住
宅
内
の

排
水
設
備
工
事(

接
続
工
事)

は
、
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
手
続
き
な
ど
の
代
行
も
行

い
ま
す
。

水
洗
化
工
事
一
件
に
つ
き
、
四
十

万
円
ま
で
を
無
利
子
で
融
資
す
る
制

度
が
、水
洗
化
資
金
貸
付
制
度
で
す
。

原
則
と
し
て
、
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
年
以
内
に
申

し
込
み
さ
れ
た
人
が
対
象
で
す
。

手
続
き
は
、
指
定
工
事
店
が
代
行
し

て
い
ま
す
。

水
洗
化
工
事
を
し
た
後
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
大
切
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
使

わ
な
い

水
に
溶
け
な
い
紙
や
紙
お
む
つ
な

ど
を
流
す
と
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

▼
台
所
の
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い

台
所
の
生
ご
み
な
ど
は
直
接
排
水

口
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー(

生
ゴ
ミ
粉
砕
機)

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
排

水
処
理
シ
ス
テ
ム(

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ー
と
排
水
処
理
槽
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
も
の)

に
は
下
水
道
へ
接
続
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
取
り
付
け

る
と
き
は
、
下
水
道
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
危
険
物
を
流
さ
な
い

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
シ
ン
ナ
ー
な

ど
、
引
火
性
の
物
質
は
管
の
中
で
爆

発
や
火
災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
、絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
の
人
は
、
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

▼
油
や
薬
品
を
流
さ
な
い

油
類
は
下
水
管
の
中
で
固
ま
っ
て

詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
、
薬
品
は
終

末
処
理
場
の
微
生
物
を
殺
し
処
理
能

力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
雨
水
を
流
さ
な
い

本
市
の
下
水
道
は
、
汚
水
だ
け
を

流
す
分
流
方
式
で
す
。
雨
水
の
流
入

は
下
水
管
の
容
量
を
超
え
て
し
ま
い
、

汚
水
の
逆
流
や
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の

噴
出
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
角
マ
ス
は
定
期
的
に
清
掃
を

宅
地
内
の
水
を
た
め
る
四
角
い
マ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
詰

ま
り
防
止
の
た
め
、
半
年
に
一
度
は

清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

榛
名
町
、
清
水
町
、
薄
根
町
、
硯

田
町
、
下
川
田
町
の
下
水
道
使
用
料

が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
払

い
込
み
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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９
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わたしたちが、普段なにげなく流している家庭排水は、油や食べ物かす、洗剤などでたいへん汚れ
ています。
これら家庭で使った水は、どこへ行くのか考えてみたことはありますか。目には見えないため、下

水道への関心は薄れがちではないでしょうか。
わたしたちの住む沼田は、きれいで水量の豊かな川に恵まれています。そこに汚れたままの家庭排

水や産業排水が流れ込めば、いずれは悪臭を放ち、魚の住めない死の川となってしまいます。
川の汚れを防ぐためには、下水道の普及が必要です。
きれいな水をいつまでも保っていくためにも、この機会にもう一度、下水道の役割や重要性につい

て考えてみてください。
詳しいことは、下水道課管理係1内線７５２２、白沢町建設上下水道課上下水道係1内線３７、利

根町建設上下水道課下水道係1内線２９へ。

水
洗
化
は
三
年
以
内
に

排
水
設
備
工
事
は

指
定
工
事
店
へ

水
洗
化
工
事
に
は

貸
付
制
度
を

下
水
道
使
用
料
が

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
い
で
き
ま
す

下
水
道
を
大
切
に

ゴ
ミ
や
油
・
雨
水
な
ど
は

流
さ
な
い

　
奥利根水質浄化センターでは、利根川
水系の水質汚濁防止と快適な生活環境を
確保するため、生活排水や産業排水など
を処理しています。
９月10日の下水道の日に合わせて施

設を一般開放しますので、汚水がきれい
になっていく様子をぜひ、見学してくだ
さい。
一般開放 午前10時から午後２時まで
案内 午前10時からの一回（１時間程度）
ところ 奥利根水質浄化センター

下川田町1303

詳しいことは、同センター1○24５２６１へ。



―
身
の
回
り
の
防
犯
対
策
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
―

空
き
巣
に
注
意
！

短
い
時
間
の
外
出
に
も
、
必
ず
戸

締
ま
り
を
し
、
補
助
錠
、
防
犯

フ
ィ
ル
ム
、
防
犯
ア
ラ
ー
ム
、

セ
ン
サ
ー
付
ラ
イ
ト
な
ど
の
防

犯
グ
ッ
ズ
で
、
泥
棒
の
侵
入
し

に
く
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

車
上
狙
い
に
注
意
！

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
短

い
時
間
で
も
必
ず
鍵
を
掛
け
、

窓
も
確
実
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

貴
重
品
、
現
金
、
バ
ッ
グ
類
は
、

車
内
に
絶
対
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
泥
棒
に
注
意
！

自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
短
い
時
間
で
も
必
ず
鍵
を

締
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ワ
イ

ヤ
ー
錠
や
チ
ェ
ー
ン
錠
を
使

い
、
二
重
ロ
ッ
ク
に
し
ま
し
ょ

う
。

振
り
込
め
詐
欺ス

キ
ミ
ン
グ
に
注
意
！

お
金
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
は
が
き
や

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
架
空
請
求
が
届

い
た
り
し
て
も
、
す
ぐ
に
振
り
込
ま

ず
に
、
ま
ず
事
実
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
カ
ー
ド
類
の
暗
証
番
号
に
は
、

生
年
月
日
な
ど
、
他
人
に
知
ら
れ
や

す
い
番
号
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

―
防
犯
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
―

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
！

泥
棒
は
、
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ

と
を
何
よ
り
嫌
い
ま
す
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」

と
い
う
意
識
か
ら
、
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
は
、
学
校
と
協
力
し
て
、

児
童
や
生
徒
の
安
全
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
散
歩
や
買
い
物

の
際
に
も
、
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
で
犯
罪
の
防
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
皆
さ

ん
は
、
防
犯
腕
章
を
着
用
し
た
り
、

車
両
に「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」

の
シ
ー
ト
を
つ
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

と　き ９月30日（日）

午前９時30分から午後４時まで

ところ 市保健福祉センター

子どもから大人まで、幅広い年齢層の人に参加いただけるよう、
健康と福祉、親子のふれあいをテーマにしたイベントを開催します。
健康チェックや筋トレ体験、食のコーナー、福祉、各種参加団体の
活動紹介など盛りだくさんです。
詳しい内容は、全戸に配布する抽選券付きチラシをご覧ください。

　　　　　　　　　　

子どもたちの成長に欠かせない「あそび」を

テーマに開催します。ピエロショー、
猿回しショーをはじめ、リサイクル工
作コーナー、手作りおもちゃコーナー、子ど

もたちの作品展示など親子で一緒に楽しめる

内容が盛りだくさんです。ご家族でお出掛け

ください。

社会福祉課子育て支援係1内線７７２５７

老人クラブを中心に広がっている高齢者筋力向上トレーニングです
が、今回は参加している人のほか、すでに修了された人や、これから始
めてみようという人まで、皆さんが参加できるトレーニングを行います。
内容は、筋力向上トレーニング体操の講話や、フットケア(足指の手
入れ)の講話のほか、全員で筋力トレーニングを行います。この体操を
することで、転倒しにくくなったり、高い所に手が届いたりと効果抜群
です。また、フットケアを行うと、歩行が安定し転倒しにくくなります。
ぜひ、参加してください。

講師 群馬大学准教授　浅川康吉さん

アンチエイジングコンサルタント　町村純子さん

とき 午後１時30分から

ところ 市保健福祉センター４階　多目的ホール

持ち物 タオル

高齢福祉課介護予防係1内線７６２４１

骨粗しょう症は、カルシウム不足と女性ホルモンのバランスが崩れて

起こる女性に多い病気です。超音波なので、妊娠の可能性がある人でも

安心して受けられます。

対象 市内に在住する30歳以上の女性　　

とき ９月30日（日）①午前10時②11時③午後１時④２時⑤３時の全５回

定員 各回20人　計100人

ところ 市保健福祉センター１階　健康診査ホール

費用 無料　申し込み ９月６日(木)から受け付け開始

健康課保健係1内線７６２０４

超音波骨密度測定を実施

みんな集まれ　　第２回沼田市いきいき筋トレ大会

第８回　子どもフェスティバル
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犯罪のない安全なまちをつくるために



市
で
は
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
初
級
編
と
し
て
分
か
り

や
す
く
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
の
話

や
、
そ
の
場
で
で
き
る
簡
単
な
運
動

を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
や
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
人
な
ど
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
11
日(

木)

午
後
１
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員

50
人

参
加
費

無
料

申
し
込
み

９
月
25
日(

火)

ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

8

広報ぬまた 平成19年９月１日

本市では、｢沼田恵保育園子育て支援センターチャイルドハウスめぐみ｣で
この事業を行っています。
今回は、移動子育て支援センターを白沢町で行います。普段なかなか遊び

に行けない人も気軽にお越しください。
とき ９月19日(水)午前10時30分から正午まで(午前10時受け付け開始)
ところ 白沢創作館
対象者 乳幼児とその保護者
定員 親子25組(先着順)
内容 手遊び・体操・小麦粉粘土を使った遊び
材料費 50円(親子ひと組当たり)
申し込み ９月10日(月)までに｢沼田恵保育園子育て支援センターチャイル
ドハウスめぐみ｣へ
詳しいことは、同保育園1○24４１６３、または社会福祉課子育て支援係1

内線７７２５８へ。
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子育て支援センターは、育児不安を解消するために、相談や指
導などを実施することにより、地域の子育て家庭を支援する事
業です。
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■介護予防サポーターとは…
地域の皆さんが介護予防の知識やその重要性を理解し、それ

ぞれの地域で自主的に介護予防の取り組みを行い、また、各地
で行う介護予防事業(高齢者筋力トレーニングなど)にボランテ
ィアとして活動することによって、それぞれがお互いに支え合
える社会をつくり上げるために、その地域で介護予防を実践で
きる人のことをいいます。今回の研修では、初級・中級・上級
と実施し、その受講修了者が介護予防サポーターとなります。

介 護 予 防
サポーター
養 成 研 修
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高齢福祉課介護予防係1内線７６２４１
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農
地
の
貸
し
借
り
は
、
農
地
法

(

三
条
許
可)

、
ま
た
は
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法(

利
用
権
設
定)
に
よ

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
許
可
な
ど

を
受
け
な
い
ヤ
ミ
小
作
は
、
法
律
に

違
反
し
、
争
い
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
貸
し
手
と
借
り
手
が
安
心
し
て

農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
、
利
用

権
の
設
定
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
簡
単
で
す

利
用
権
設
定
の
手
続
き
は
、
貸
し

手
と
借
り
手
が
当
該
農
地
の
契
約
期

間
や
小
作
料
な
ど
を
定
め
、
指
定
の

用
紙
に
記
入
・
押
印
す
る
だ
け
で
す
。

新
規
設
定
・
再
設
定
は
農
地
流
動
化

推
進
員
か
地
元
の
農
業
委
員
へ

新
た
に
利
用
権
の
設
定
を
希
望
す

る
人
は
、
十
月
末
日
ま
で
に
左
の

「
地
区
別
担
当
者
一
覧
」に
記
載
さ
れ

た
農
地
流
動
化
推
進
員
か
地
元
農
業

委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
中
に
設
定
期
間
が
終

了
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
推
進

員
が
再
設
定
を
す
る
か
ど
う
か
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

地
区
別
担
当
者
一
覧(

担
当
地
区
名)

▼
涌
井
守
松(
東
倉
内
町
、
西
倉
内

町
、
材
木
町
、
上
之
町
、
馬
喰
町
、

中
町
、
坊
新
田
町
、
下
之
町
、
鍛
冶

町
、
榛
名
町
、
清
水
町
、
薄
根
町)

▼
林
優
昌(

柳
町
、
高
橋
場
町
、
桜

町
、
上
原
町
、
東
原
新
町
、
西
原
新

町)

▼
宇
敷
勝
男(

戸
鹿
野
町)

▼
須

藤
辰
明(

新
町)

▼
加
藤
喜
久
雄(

沼

須
町)

▼
武
井
春
雄(

上
沼
須
町)

▼

津
久
井
源
二(

下
久
屋
町)

▼
山
田
彌

平(

上
久
屋
町
、
久
屋
原
町)

▼
小
野

清
藏(

横
塚
町)

▼
吉
野
康
弘(

栄
町)

▼
高
山
冨
士
夫(

佐
山
町
北
部
・
開

拓)

▼
青
木
一
三(

佐
山
町
南
部)

▼

峰
川
福
太
郎(

上
発
知
町
北
部
・
中

部)

▼
齋
藤
憲
之
助(

上
発
知
町
南

部)

▼
木
村

一(

中
発
知
町)

▼
田

村
章
一(

発
知
新
田
町)

▼
阿
部
三
郎

(

下
発
知
町)

▼
大
嶋
一
郎(

岡
谷
町)

▼
関
秋
雄(

奈
良
町)

▼
宮
田
金
治

(

秋
塚
町)

▼
宮
澤
利
治(

下
沼
田
町
、

恩
田
町)

▼
片
野
利
郎(

白
岩
町
、
硯

田
町)

▼
星
川

(

井
土
上
町)

▼
林

孝
俟(

宇
楚
井
町
、
原
町
、
堀
廻
町)

▼
松
井
貞
雄(

大
釜
町
、
善
桂
寺
町
、

石
墨
町)

▼
木
檜
一
郎(

戸
神
町
、
町

田
町)

▼
藤
塚

温(

上
川
田
町)

▼

山
田
政
雄(

下
川
田
町
宮
塚
・
滝
・

平
井
・
内
宿)

▼
千
喜
良
光
政(

下
川

田
町
前
宿
・
田
中
、
今
井
町)

▼
木

暮
昌
一(

下
川
田
町
前
原
・
大
竹
、

屋
形
原
町
篠
尾)

▼
林
誠
一(

下
川
田

町
入
沢
・
横
子
・
旭)

▼
河
合
壽
一

(

屋
形
原
町
北
原
・
久
保
・
広
瀬
・

下
新
道
・
鍋
沢)

▼
生
方
棟
雄(

岩
本

町)

▼
樋
口
克
彦(

高
平)

▼
南
輝
雄

(

生
枝
、
岩
室)

▼
鶴
淵
治
弘(

尾
合)

▼
小
野
友
義(

平
出)

▼
池
田
久
富

(
上
古
語
父)

▼
小
林
富
治(

下
古
語

父)
▼
星
野
良
城(

追
貝)

▼
吉
野
浩

造(

平
川
伊
香
原
・
立
沢
・
平
原)

▼

井
上
信
彦(
平
川
広
内
・
駒
寄
・
上

・
中
・
下
組
、
千
鳥)
▼
金
子
一
夫

(

大
楊
、
高
戸
谷
、
老
神)
▼
小
林
勝

好(

大
原
、
園
原)

▼
小
林
久
雄(

穴

原
、
柿
平
、
日
向
南
郷
、
日
影
南
郷
、

青
木
、
砂
川)

▼
小
菅
初
男(

根
利
、

小
松)

▼
津
久
井
茂(

輪
組
、
二
本
松)

▼
�
原
文
明(

多
那)

(

敬
称
略)

平
成
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
そ

の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
中
の
所
得
の
申
告
の

際
に
は
、
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」

が
十
一
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
、
ま
た
は

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
す
る

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若
年

者
納
付
猶
予
、
ま
た
は
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

後
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

(

追
納)

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
三
年
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経

過
し
た
年
数
に
よ
っ
て
加
算
さ
れ
ま

す
。
追
納
す
る
際
に
は
、
原
則
と
し

て
先
に
過
ぎ
た
月
か
ら
順
に
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

免
除
の
承
認
を
受
け
た
ま
ま
で
追

納
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
期

間
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
が
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

場
合
と
比
べ
て
三
分
の
一
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す(

四
分
の
三
免
除
の
場

合
で
は
二
分
の
一
、
半
額
免
除
の
場

合
で
は
三
分
の
二
、
四
分
の
一
免
除

の
場
合
で
は
六
分
の
五
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
計
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
残

り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す)

。

ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生

納
付
特
例
を
受
け
た
ま
ま
で
追
納
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９
　
１
６
１
１
へ
。

安
心
で
適
正
な
農
地
利
用
を

農
地
の
貸
し
借
り
は
利
用
権
で

農
業
委
員
会
事
務
局
1
内
線
３
２
４
０

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
証
明

書
の
添
付
や
提
示
が
必
要
で
す

保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

年金の窓口から
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８月３日、４日、５日。誰もがその一瞬

の主役となり輝いた３日間。街が熱く激

しく燃えた沼田まつりを振り返ります。

11
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「
税
金
で支

え
る
未
来
に

つ
く
る
未
来
」

平
成
十
八
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
市
長
賞
沼
田
西
中
学
校
生
方
大

和
さ
ん
の
作
品

■
医
療
費
控
除

一
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
一

定
額
以
上
あ
る
場
合
に
、
住
民
税
や

所
得
税
で
課
税
さ
れ
る
所
得
か

ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
の
こ
と
で
す
。

■
医
療
費
控
除
の
計
算

ま
ず
、
一
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
か
ら
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額(

高
額
療
養

費
・
出
産
育
児
一
時
金
・
生
命

保
険
契
約
な
ど
に
よ
り
、
支
払

い
を
受
け
る
医
療
保
険
金
・
入

院
給
付
金
な
ど)

を
差
し
引
き

ま
す
。
そ
の
額
か
ら
十
万
円

(

総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
金

額
が
二
百
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得

の
合
計
額
の
五
％)

を
差
し
引
い
た

額
が
、
医
療
費
控
除
の
額(

最
高
二

百
万
円)

に
な
り
ま
す
。

●
例
１

▽
本
人
の
医
療
費
年
間
25
万
円

▽
保
険
金
で
補
て
ん
さ
れ
た
額
10
万
円

▽
所
得
金
額
300
万
円

※
こ
の
場
合
は
、(

25
万
円
　
10
万
円)

●
10
万
円
＝
５
万
円
と
な
り
、
医

療
費
控
除
額
は
５
万
円
で
す

●
例
２

▽
本
人
の
医
療
費
年
間
９
万
円

▽
所
得
金
額
150
万
円

※
こ
の
場
合
は
、
９
万
円
　(

150
万
円

×
５
％)

＝
１
万
５
千
円
と
な
り
、
医

療
費
控
除
額
は
１
万
５
千
円
で
す

■
認
め
ら
れ
る
医
療
費

病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
該
当
で
、
治

療
の
た
め
で
あ
れ
ば
薬
局
で
買

っ
た
風
邪
薬
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
人
に
限
ら
ず
、
生
計

を
一
に
す
る
家
族
の
医
療
費
も

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
認
め
ら
れ
な
い
医
療
費

容
姿
を
美
化
す
る
た
め
の
費

用
や
健
康
診
断
の
費
用
、
通
院

す
る
と
き
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
駐

車
料
金
、
治
療
を
受
け
る
た
め

に
直
接
必
要
と
し
な
い
眼
鏡
や

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ(

弱
視
な

ど
は
除
く)

、
健
康
増
進
や
疾
病
予

防
の
た
め
の
医
薬
品(

ド
リ
ン
ク
剤

や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど)

で
す
。

■
適
用
を
受
け
る
の
に
必
要
な
書
類

病
院
や
薬
局
で
発
行
さ
れ
た
領
収

書(

健
康
保
険
組
合
な
ど
が
発
行
す

る
医
療
費
の
お
知
ら
せ
は
、
領
収
書

に
は
当
た
り
ま
せ
ん)

。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
市
民
税

係
1
内
線
３
１
４
９
へ
。

広報ぬまた 平成19年９月１日

税
務
⑱

生
春
巻
き
・
フ
ォ
ー
・
ベ
ト
ナ
ム

コ
ー
ヒ
ー

○
タ
イ
料
理
編

グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
・
タ
イ
風
焼
き

そ
ば
・
パ
ー
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

と
き

10
月
20
日(

土)

・
11
月
17
日(

土)

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

定
員

12
人

講
師

原
口
一
美
さ
ん

教
材
費

二
千
円(

２
回
分
の
材
料

費)

○
初
心
者
コ
ー
ス

と
き

10
月
４
日(

木)

・
５
日(

金)

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

と
き

10
月
18
日(
木)
・
19
日(

金)

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

定
員

各
コ
ー
ス
20
人

教
材
費

500
円(

テ
キ
ス
ト
代)

※
今
ま
で
に
受
講
し
た
こ
と
の
な
い

人
を
優
先
し
て
募
集
し
ま
す

香
り
高
い
煎
茶
を
、
美
し
い
作
法

で
よ
り
お
い
し
く
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

と
き

10
月
２
日
か
ら
１
月
29
日

ま
で
の
火
曜
日(

全
15
回)

午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
茶
室

定
員

10
人

講
師

沼
田
茶
道
会
　
岡
田
和
子
さ
ん

教
材
費

実
費

ヨ
ガ
は
初
め
て
。
そ
ん
な
人
で
も

無
理
な
く
、
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま

す
。
60
歳
未
満
の
人
も
ど
う
ぞ
。

と
き

10
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日(

全
５
回)

午
後
２

時
か
ら
３
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

定
員

30
人

講
師

高
澤
妙
子
さ
ん

教
材
費

千
五
十
円(

テ
キ
ス
ト
代)

○
ベ
ト
ナ
ム
料
理
編

煎
茶
教
室

60
歳
か
ら
の
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

多
国
籍
料
理
教
室

中央公民館1○23０１４３

10
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
人

受
講
料

無
料(

教
材
費
は
、
す
べ
て
実
費
負
担
）

申
し
込
み

９
月
11
日(

火)

か
ら
電
話
、
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。
す
べ

て
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

－

－

－

中央公民館の教養教室
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「
日
本
に
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
外

国
に
行
っ
て
ほ
か
の
国
の
生
活
や
文

化
の
違
い
を
体
験
し
て
み
た
く
て
参

加
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
人
た
ち
も
親
切
で
、
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
声
を
そ

ろ
え
て
話
す
鈴
木
さ
ん
と
生
方
さ
ん
。

二
人
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る「
沼
田
市
中
学
生
国
際

交
流
事
業
」で
、
今
年
度
十
六
人
の

生
徒
と
と
も
に
八
月
三
日
か
ら
約
一

週
間
、
米
国
・
ハ
ワ
イ
州
に
滞
在
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
施
設
訪

問
や
体
験
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

「
英
語
が
通
じ
る
か
心

配
だ
っ
た
け
ど
、
何
と
か

な
り
ま
し
た
」(

鈴
木
さ

ん)

。「
将
来
は
英
語
を
生

か
す
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
ま
す
」(

生
方
さ
ん)

。

中
学
生
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た

言
葉
で
話
を
し
て
く
れ
た

二
人
。
他
国
の
生
活
を
経

験
し
た
こ
と
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
持
ち
の
変
化
が

あ
っ
た
と
い
う
。

「
今
ま
で
は
、
親
に
頼

り
き
り
だ
っ
た
け
ど
、
こ

れ
か
ら
は
少
し
で
も
手
伝

い
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
」(

鈴
木
さ
ん)

。

「
自
分
か
ら
何
か
を
す
る
こ
と
が
大

切
。
も
っ
と
自
分
を
出
し
て
い
き
た

い
で
す
」(

生
方
さ
ん)

。

初
め
て
経
験
し
た
外
国
生
活
。
こ

の
夏
、
最
高
の
思
い
出
に
な
っ
た
。

第
６
回

太
田
市
と
沼
田
市
の
友
好
を
深
め

る
た
め
、
両
市
の
音
楽
愛
好
家
が
一

堂
に
会
し
、
親
善
交
流
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ

ド
レ
ー
ま
で
、
楽
し
い
楽
曲
が
い
っ

ぱ
い
の
演
奏
会
で
す
。

皆
さ
ん
で
、
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

と
き

９
月
23
日(

日)

開
場
　
午
後
２
時

開
演
　
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル

出
演

女
声
合
唱
団「
ク
レ
ッ
シ
ェ

ン
ド
」・
沼
田
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
・
お
お
た
芸
術
学
校
付
属

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ「
ジ
ュ
ネ
ス
」

入
場
料

無
料

入
場
券
配
布
場
所

市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
４

参加してみませんか

11月３日(土)に利根沼田文化会館で開催する市民音

楽祭の参加団体を募集します。

この音楽祭は文化祭の一環として、音楽を愛する人

たちが集まり、毎年行っているものです。日ごろの練

習成果を発表してみませんか。

ぜひ、ご参加ください。

参加資格 団体単位

出演予定数 25団体(先着順)

申し込み ９月28日(金)までに、申込書を添えて中央

公民館へ(電話での受け付けはできません)

※申込書は、中央公民館に用意してあります

詳しいことは、市音楽協会会長櫛渕さん(ちぐさ幼稚
園内1○23３３２４)へ。

第51回市民音楽祭
女声合唱団

女声合唱団

中学生国際交流事業でハワイへ

(沼西中)

(沼田中)

(沼西中)

(沼田中)

太
田
市
沼
田
市
親
善
交
流
演
奏
会



八
月
十
二
日(

日)

、
第
三
十
七
回

市
民
体
育
大
会
水
泳
の
部
が
、
市
民

プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
十
支
部
か
ら
二

百
五
十
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

支
部
対
抗
は
、
東
部
支
部
が
第
一

位
と
な
り
、
個
人
成
績
で
は
、
五
十

ｍ
自
由
形
女
子
十
歳
代
の
部
、
五
十

ｍ
平
泳
ぎ
男
子
二
十
歳
代
の
部
、
五

十
ｍ
×
五
リ
レ
ー
で
大
会
新
記
録
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

水
泳
の
部
団
体
成
績

第
１
位

東
部
支
部

98
点

第
２
位

利
南
支
部

83
点

第
３
位

西
部
支
部

80
点

第
４
位

薄
根
支
部

78
点

第
５
位

池
田
支
部

70
点

第
６
位

川
田
支
部

66
点

第
７
位

北
部
支
部

55
点

第
８
位

中
部
支
部

43
点

第
９
位

利
根
支
部

32
点

第
10
位

白
沢
支
部

25
点

市
発
注
の
建
設
工
事
、
測
量
・
設

計
・
調
査
な
ど
の
委
託
業
務
や
、
物

品
の
購
入
お
よ
び
製
造
の
請
負
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者

は
、
次
の
参
加
資
格
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
申
請
の
種
類
と
申
請

期
間

▽
建
設
工
事

平
成
20
年
１
月
７
日(

月)

か
ら
２

月
４
日(

月)
ま
で

▽
測
量
・
調
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
委
託
業
務

平
成
19
年
11
月
26
日(

月)
か
ら
12

月
21
日(

金)

ま
で

▽
物
品
の
製
造
・
販
売
・
購
入
お
よ

び
役
務
の
提
供
な
ど

平
成
19
年
10
月
22
日(

月)

か
ら
11

月
22
日(

木)

※
申
請
期
間
の
厳
守
を
お
願
い
し
ま

す
■
有
効
期
間

▽
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で(

２
年
間)

■
申
請
方
法

▽「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ

ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト(h

ttp
s://p

ortal.g-ebid
.e-gu

n
m
a.lg.jp

/)

」か
ら
電
子
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
契
約
検
査
課
契

約
係
1
内
線
３
２
７
３
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
市
交
通
指
導
隊(

高
橋
場

町)→

二
万
円
▽
ち
び
っ
子
ラ
ン
ド

友
の
会(

東
原
新
町)→

二
十
万
七
千

八
百
八
十
三
円
▽
金
子
千
明(

利
根

町)→

十
三
万
九
千
五
百
九
十
九
円

▽
東
部
防
火
協
会(

利
根
町)→

二
万

円福
祉
振
興
事
業
基
金
へ

▽
ク
ラ
ブ
翔(

東
倉
内
町)→

三
万

六
千
六
百
三
十
五
円

広報ぬまた 平成19年９月１日

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト

「
天
狗
の
里
バ
ザ
ー
ル
」「
納
涼
祭
」

開
催
を
契
機
に
結
成
し
、
ソ
ー
ラ

ン
で
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
簡

単
で
、
楽
し
み
な
が
ら
軽
く
汗
を

流
せ
、
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
が
魅
力
で
あ
り
、
最
大
の
目

的
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
ダ

ン
ベ
ル
体
操
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時
季
に
は
メ
ン
バ
ー
で
亡
・
新
年

会
な
ど
も
計
画
し
な
が
ら
、
お
互

い
に
親
睦
も
図
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
の
午
後

七
時
三
十
分
か
ら
、
池
田
公
民
館

に
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

レッツ・ソーラン天狗連

会員数40人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

169

14

（敬称略）

市民体育大会｢水泳の部｣成績

支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位
支部対抗は
東部支部が第１位

支部対抗は
東部支部が第１位

市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４市民体育館1○24９４４４

受け付けします

入札参加資格審査

申請(電子申請)
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

８月４日(土)

ふるさと沼田を思い
第７回準市民交流会

準市民交流会が沼田まつりに合わせて開催さ
れ、今年は総勢232人が参加。市内バスハイ
クや懇親会を通して交流を深め合いました。

８月10日(金)～13日(月)

たくさんの仲間と自然を体験
第９回沼田ネイチャーキッズ

９回目を迎えた沼田ネイチャーキッズ。たく
さんの仲間と大自然の中で過ごした４日間
は、この夏、最高の思い出になったことでしょう。

８月19日(日)

いざというとき大丈夫ですか
地域防災訓練(川田地区)

大地震を想定して行われた防災訓練。地域住
民が参加し、避難や炊き出し、消火訓練など真
剣にかつ迅速に取り組む姿が印象的でした。



市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な

活
動
に
対
す
る
補
助
金
交
付
申
請
期

間
を
延
長
し
ま
す
。
地
域
で
の
取
り

組
み
や
市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業

地
域
の
活
性
化
や

課
題
解
決
を
目
的
に
、
新
た
に
取

り
組
む
事
業
や
既
存
の
活
動
を
拡

充
す
る
事
業
で
、
市
民
の
自
発
的

な
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
公
益

性
の
あ
る
事
業

募
集
期
間

10
月
１
日(

月)

ま
で
に

企
画
課
政
策
調
整
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
２
４
へ
。

市
が
保
有
す
る
土
地
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

売
払
い
物
件
①
▼
高
橋
場
町
字
十
三

割
２
０
６
３
番
１
５
外
６
筆
▼
３

２
４
・
４
３
㎡
▼
雑
種
地
②
▼
西

原
新
町
字
十
二
木
１
４
９
４
番
３

０
▼
２
７
６
・
９
１
㎡
▼
宅
地

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
用

地
係
1
内
線
４
２
２
４
へ
。

市
で
は
、
次
の
と
お
り
不
動
産
の

公
売
を
行
い
ま
す
。

公
売
の
方
法

入
札

と
き

11
月
６
日(

火)

午
後
２
時
〜

２
時
15
分(

午
後
１
時
か
ら
受
け

付
け)

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
会
議
室(

北

庁
舎
３
階)

土
地
の
表
示

白
沢
町
高
平
字
原
川

１
２
６
５
番
▼
畑
▼
６
９
６
㎡

①
公
売
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
告

す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す

②
公
売
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
入
札
前
に
実
施
の
有
無
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

※
今
回
の
公
売
対
象
不
動
産
は
、
農

振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
の
た
め

公
売
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
農

業
委
員
会
か
ら
農
地
を
買
い
受
け

で
き
る
旨
の
証
明
書(
買
受
適
格

証
明
書)

の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
９
月
の
農
地

法
申
請
書
受
付
期
間(

９
月
10
日

〜
14
日)

内
に
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
申
請
書
類
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
徴
収
対

策
室
1
内
線
３
１
５
０
へ
。
農
地
の

買
受
適
格
証
明
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
事
務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。

市
で
は
、
新
築
や
増
築
し
た
家
屋

に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額

を
算
定
す
る
た
め
の
家
屋
調
査
を
行

い
ま
す
。
職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
の
全
部
、
あ
る
い
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合
、
店
舗
や
住
宅
を

ほ
か
の
用
途
に
変
更
し
た
場
合
も
調

査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。

昭
和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
群

馬
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
が
全
部

改
正
さ
れ
、
名
称
も
群
馬
県
青
少
年

健
全
育
成
条
例
と
し
て
十
月
一
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
、
保
護
者
・
県

民
・
事
業
者
・
青
少
年
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
け
る
役
割
や
責
務
を
明

確
に
し
、
深
夜
外
出
な
ど
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
深
夜

（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
午
前
四
時
ま

で)

に
青
少
年
を
連
れ
出
し
た
り
、
同

伴
す
る
こ
と
な
ど
の
禁
止
や
、
有
害

図
書
類
の
区
分
陳
列
の
制
限
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
有
害
情
報
に
対

す
る
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
関
連

業
者
な
ど
に
対
す
る
努
力
規
定
を
設

け
る
な
ど
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
規
制
は
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
大
人(

青
少
年
以
外)

の
行
為
を

規
制
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
県
青
少
年
こ
ど

も
課
1
０
２
７(

２
２
６)

２
６
２
８

へ
。
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広報ぬまた 平成19年９月１日

お
知
ら
せ

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
！

不
動
産(

畑)

を
公
売
し
ま
す

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す

青
少
年
健
全
育
成
条
例
の

施
行
に
つ
い
て

市
有
地
の
売
り
払
い
に
つ
い
て

９／１(土)

「バスにのって」

９／15(土)

「ぼくのおじいちゃんのかお」
場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から

９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月９月



十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
就
業
構

造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
十
五
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
就
業
、
不
就
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
雇
用
、
失

業
対
策
な
ど
を
考
え
て
い
く
た
め
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

対
象
世
帯
に
は
、
九
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て

ご
記
入
く
だ
さ
い
。調
査
票
は
後
日
、

調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

「
団
塊
の
世
代
」が
多
く
定
年
を
迎

え
始
め
る
二
〇
〇
七
年
。
年
金
制
度

を
は
じ
め
と
し
て
社
会
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
く
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
盛
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
迎
え
る
定
年
後
を
考
え
る
た
め

の
資
料
を
集
め
ま
す
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ
「
定
年
後
を
ど
う
過
ご
す
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

中
高
年
が
楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ

く
り
が
で
き
る
シ
ニ
ア
体
力
ア
ッ
プ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
と
し

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
４
日(

日)

午
後
１
時
か

ら
と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員

100
人

費
用

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
２
へ
。

特
産
品
の
販
売
や
実
演
・
体
験
を

中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

と
き

９
月
30
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

県
庁(

前
橋
市
大
手
町)

内
容

農
山
村
の
新
鮮
野
菜
や
工
芸

品
の
展
示
即
売
、
伝
統
工
芸
や
田

舎
食
づ
く
り
の
体
験
が
で
き
る
田

舎
ま
る
ご
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
伝

統
芸
能
演
舞
、
抽
選
会
な
ど

入
場
料

無
料(

一
部
の
体
験
な
ど

は
費
用
が
掛
か
り
ま
す
）

参
加
方
法

当
日
、
直
接
会
場
へ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
ぐ
ん
ま
の
山

村
・
都
市
交
流
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局(

県
庁
地
域
創
造
課
内)

1
０
２

７(

２
２
６)

２
３
５
２
へ
。
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９月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

９月3.10.17.24.28日／
10月1.8.15.22.29.31日

27日（木）

26日
（水）

20日
（木）

19日
（水）

13日
（木）

12日
（水）

11日
（火）

６日
（木）

７日
（金）

５日
（水）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

ご
協
力
く
だ
さ
い

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

ぐ
ん
ま
の
山
村
・
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
フ
ェ
ア

介
護
予
防
地
域
活
動
支
援
事
業

「
山
西
哲
郎
の
歩
楽
健
康
法
」

〜
足
か
ら
の
脳
づ
く
り
〜

９
・
10
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

今
年
も
県
内
に
お
い
て
、
ク
マ

に
出
合
い
、
負
傷
し
た
事
故
が
発

生
し
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か

け
て
山
に
行
く
と
き
に
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
鳴
る
も

の
を
身
に
付
け
、
人
間
の
存
在

を
ク
マ
に
教
え
ま
し
ょ
う

・
子
グ
マ
の
近
く
に
は
、
必
ず
母

グ
マ
が
い
ま
す
。
近
寄
ら
ず
、

す
ぐ
に
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ

う
・
新
し
い
糞
や
足
跡
を
見
つ
け
た

と
き
は
、
近
く
に
ク
マ
が
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に

引
き
返
し
ま
し
ょ
う

・
複
数
で
行
動
し
ま
し
ょ
う

・
早
朝
や
夕
方
の
時
間
帯
は
ク
マ

の
活
動
が
活
発
に
な
る
た
め
、

人
間
の
接
近
に
気
付
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
間
帯

の
行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う

※
農
作
物
被
害
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
調
査
を
し
ま
す
。
農
政
課

農
林
係
1
内
線
３
２
３
６
、
白

沢
町
振
興
局
産
業
課
農
政
係
1

内
線
３
６
、
利
根
町
振
興
局
農

政
課
農
林
係
1
内
線
３
７
へ

ク
マ
に
注
意

10月１日は浄化槽の日



万
一
の
事
故
の
基
本
的
な
対
人
賠

償
を
目
的
に
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限

切
れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

詳
し
い
こ
と
は
、
関
東
運
輸
局
群

馬
運
輸
支
局
1
０
２
７(

２
６
３)

４

４
４
０
へ
。

広
報
ぬ
ま
た
四
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
用
途
地
域
追
加
指
定
を
八
月
二

十
一
日
付
で
決
定
し
た
の
で
、
関
係

図
書
を
長
期
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

内
容

沼
田
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更(

追
加
指
定：

沼
田
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
西
側
地
区
、
上
原
地

区
の
一
部
の
地
域)

場
所

都
市
計
画
課(

市
役
所
北
庁

舎
２
階)

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
計

画
係
1
内
線
４
２
２
７
へ
。

浮
き
輪
、
ゴ
ー
グ
ル
、
衣
類
な
ど

の
忘
れ
物
を
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。
市
民
プ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
の

で
、
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
６
日(

木)
・
７
日(

金)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
プ
ー
ル
管

理
事
務
所
1

７
３
７
３
へ
。

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
人

を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
日
本
語
の
勉
強

し
た
い
と
い
う
外
国
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
知
り
合
い
の
外
国
人
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
〜
３
月
の
毎
週
火
曜

日
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
三
講
義
室

受
講
料

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局(

企

画
課
内)

1
内
線
３
２
２
４
へ
。

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

10
月
21
日(

日)

午
前
９
時

と
こ
ろ

旧
利
南
中
学
校
運
動
広
場

・
屋
内
運
動
場

申
し
込
み

10
月
９
日(

火)

ま
で
に

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
８
へ
。

九
月
は「
知
的
障
害
者
福
祉
月
間
」

で
す
。
こ
の
趣
旨
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
九
月
十
一
日(

火)

、

「
一
人
一
人
の
障
害
の
あ
る
人
を
大

切
に
す
る
社
会
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
福
祉
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
２
、
ま

た
は
社
会
福
祉
協
議
会
1

１
９
９

０
へ
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
九
月
十
七
日(

月)

か
ら

二
十
三
日(

日)

ま
で
を
「
子
ど
も
の

人
権
一
一
〇
番
強
化
週
間
」と
し
て

「
い
じ
め
」「
体
罰
」「
虐
待
」な
ど
の
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み

ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

専
用
電
話
番
号

０
１
２
０(

０
０

７)

１
１
０

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時

※
22
日(

土)

23
日(

日)

は
、
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
０
２
７(

２
２
１)

４

４
２
６
へ
。

沼
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
祉
を
テ
ー
マ
に「
地
域
福
祉
巡
回

座
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
座
談
会
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動
啓
発
と
、
福
祉
の
諸
問
題

に
つ
い
て
直
接
伺
い
、
地
域
の
連
帯

感
を
強
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す

る
も
の
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

10
月
１
日(

月)

薄

根
公
民
館
、
２
日(

火)

白
沢
町
創

作
館
、
５
日(

金)

川
田
公
民
館
、

10
日(

水)

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

沼
田
地
区
）、
11
日(

木)

市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー(

利
南
地
区)

、
12

日(

金)

利
根
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
15
日(

月)

池
田
公
民
館
　

※
全
会
場
午
後
７
時
〜
９
時

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。
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何でも好き嫌いなく食べられ
るさきちゃんは、ディズニーの
アリエルがとっても大好きな女
の子。沼田まつりに行ったらす
ごく面白くて、おまつりが大好
きになったんだ。また来年も連
れてってね、パパ。(高橋場町)

吉澤 咲
さ

希
き

ちゃん（２歳９カ月）

���
���

月　　ゆさぶられっ子症候群
火　　受け口・反対咬合の治療時期
水　　性交痛について
木　　男性の更年期障害
金　　脂肪肝
土･日 妊娠と痔

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
６日(木)婦人科・整形外科と12日(歯科)です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

お
知
ら
せ

都
市
計
画
の
長
期
縦
覧

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市
民
プ
ー
ル
に

忘
れ
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

日
本
語
教
室
開
催

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
い
一
日
を

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

知
的
障
害
者
福
祉
月
間
で
す

子
ど
も
人
権
一
一
〇
番
強
化
週
間

福
祉
に
つ
い
て

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い



市
内
の
観
光
農
園
で
は
、
ぶ
ど
う

狩
り
が
十
月
中
旬
、
り
ん
ご
狩
り
は

十
一
月
下
旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

天
候
や
地
域
に
よ
り
開
園
期
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
か
ら

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

開
園
情
報
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
各
農
園
、
ま
た
は
沼
田
ふ
る

さ
と
館
1

１
３
０
０
へ
。

全
国
よ
り
投
句
さ
れ
た
、
数
多
く

の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞
作

品
が
披
露
さ
れ
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

す
。

と
き

10
月
12
日(

金)

午
後
２
時
か

ら
と
こ
ろ

利
根
観
光
会
館(

利
根
町

老
神)

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
教
育
支

所
1
内
線
１
２
５
へ
。

十
月
一
日
よ
り
、
沼
田
郵
便
局
は

民
営
化
に
よ
り
、
次
の
二
つ
の
会
社

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
民
営
化

当
初
は
、窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
、

ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

沼
田
郵
便
局
1

２
７
８
３
　

取
扱
業
務
・
郵
便(

窓
口
で
の
サ
ー

ビ
ス)

、
貯
金
、
保
険

郵
便
事
業
株
式
会
社
沼
田
支
店
1
�

２
７
８
２

取
扱
業
務
・
郵
便(

集
荷
、
配
達
、

再
配
達)

平
成
二
十
一
年
か
ら
の
裁
判
員
制

度
導
入
に
伴
い
、
皆
さ
ん
に「
裁
判

員
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

模
擬
裁
判
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
確
認
願
い
ま
す

と
き

10
月
５
日(

金)
午
後
２
時
開

廷(

午
後
１
時
30
分
集
合)

と
こ
ろ

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支

部詳
し
い
こ
と
は
、
同
支
部
1

２

７
０
９
へ
。
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８月16日に妹のゆうりちゃ
ん

が生まれて大喜びのしょう
ちゃ

ん。いつも妹をかわいがっ
てあ

げる優しいお兄ちゃんです
。プ

ールで遊んだり、何でもお
みこ

しにして家中を担ぎ回った
りと

ても元気な男の子です。(
桜町)

遠藤 翔
しょう

太
た

くん（２歳６カ月） 第
17
回

全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
表
彰
式

ぶ
ど
う
園
・
り
ん
ご
園
が
オ
ー
プ
ン

沼
田
郵
便
局
か
ら

裁
判
員
裁
判
模
擬
体
験

今
回
は
そ
の
取
り
組
み
の
中
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
情

報
の
送
受
信
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
格
段

に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
子
掲
示
板
の
よ
う
な
不

特
定
多
数
の
利
用
者
の
間
で
情
報
の

送
受
信
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
匿
名
に
よ
る
情
報
発
信
が

可
能
で
あ
り
、
ま
た
簡
単
に
情
報
発

信
が
で
き
て
し
ま
う
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

個
人
を
誹
謗
中
傷
、
差
別
を
助
長

す
る
表
現
、
未
成
年
被
疑
者
の
実
名

や
顔
写
真
の
掲
載
な
ど
、
人
権
を
侵

害
す
る
行
為
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◎
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
効

な
対
策
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
匿
名
性
に
加
え
個

人
の
人
権
の
尊
重
よ
り
も「
表
現

の
自
由
」が
優
先
さ
れ
る
よ
う
な

社
会
的
風
潮
が
あ
る
こ
と
、
掲
載

さ
れ
た
表
現
に
対
し
て
強
制
的
に

削
除
す
る
権
限
を
ど
の
行
政
機
関

も
持
た
な
い
た
め
、
啓
発
を
通
し

て
削
除
す
る
よ
う
理
解
を
求
め
る

し
か
な
い
こ
と
、
発
信
者
や
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
に
対
す
る
罰
則
規
定
が

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す

取
り
組
み
◎
県
民
一
人
一
人
が
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

の
も
と
に
モ
ラ
ル
を
も
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
よ
う
、

啓
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
◎
特

に
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
受
け
る
影

響
は
と
て
も
強
力
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
正
し
い
と
思

い
が
ち
で
す
。
学
校
に
お
い
て
も

情
報
に
関
す
る
教
科
を
中
心
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報

や
偏
っ
た
情
報
を
め
ぐ
る
問
題
を

含
め
、
情
報
化
の
進
展
が
社
会
に

も
た
ら
す
影
響
を
理
解
さ
せ
る
と

と
も
に
、
情
報
の
収
集
、
発
信
に

お
け
る
個
人
の
責
任
や
情
報
モ
ラ

ル
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
◎
他
県
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
実
効
性
の
あ
る
制
度

の
確
立
を
国
に
要
望
し
て
い
く
と

と
も
に
、
啓
発
に
努
め
ま
す

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

1
内
線
３
３
３
４

人
権
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
45

「
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
関
す

る
群
馬
県
基
本
計
画
」
よ
り

重
要
課
題
に
お
け
る

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
⑦

10月１日は浄化槽の日



日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震
多

発
国
で
す
。
七
月
十
六
日
に
は
新
潟

県
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
梅
雨
豪
雨
、
台
風
四
号
に

よ
り
全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
現

象
そ
の
も
の
を
く
い
止
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら

し
っ
か
り
し
た
心
構
え
と
具
体
的
な

安
全
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

地
震
に
備
え
る

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き

ま
せ
ん
。
地
震
が
い
つ
発
生
し
て
も

適
切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
に
、
あ

な
た
の
家
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
内
外
の
安
全
度
チ
ェ
ッ
ク

①
建
物
な
ど
が
倒
壊
し
な
い
よ
う
、

老
朽
度
、
地
盤
の
状
態
、
基
礎
の

構
造
、
筋
交
い
の
有
無
な
ど
を
点

検
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
補
強
処
置

や
専
門
家
に
相
談
す
る

②
家
具
や
電
気
製
品
は
転
倒
防
止
用

金
具
で
固
定
し
、
安
全
な
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
る
よ
う
配
置
す
る

③
寝
室
や
子
ど
も
・
お
年
寄
り
の
部

屋
に
は
な
る
べ
く
家
具
を
置
か
な

い
④
棚
の
上
の
も
の
な
ど
は
落
下
し
な

い
よ
う
ロ
ー
プ
で
固
定
す
る

⑤
塀
、
石
垣
、
門
柱
な
ど
を
点
検
し
、

問
題
が
あ
る
箇
所
は
修
理
・
補
強

す
る

風
水
害
に
備
え
る

台
風
は
気
象
情
報
が
刻
々
と
提
供

さ
れ
、
そ
の
時
期
・
雨
量
・
風
速
な

ど
の
予
測
が
で
き
る
た
め
、
事
前
の

備
え
が
災
害
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

情
報
に
注
意
を
傾
け
早
め
の
安
全
対

策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
で
局
地
的

に
多
量
の
雨
が
降
り
、
大
き
な
被
害

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
的
確

な
予
報
が
難
し
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
山
間
部
、
傾
斜
地
な
ど
で

は
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
、
土

砂
災
害
の
前
ぶ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
早

め
に
避
難
体
制
を
と
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

○
備
え
の
ポ
イ
ン
ト

①
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情

報
を
よ
く
聞
き
、
注
意
報
・
警
報

の
発
表
に
注
意
す
る

②
家
の
周
り
を
点
検
し
、
ア
ン
テ
ナ
、

看
板
、
雨
ど
い
、
板
塀
な
ど
は
修

理
・
補
強
し
、
物
干
し
竿
や
植
木

鉢
な
ど
は
固
定
す
る
か
家
屋
内
に

移
動
す
る

③
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
す
る

④
避
難
に
備
え
、
非
常
持
ち
出
し
品

を
点
検
す
る

避
難
の
心
得

建
物
の
倒
壊
や
火
災
に
よ
る
延
焼

の
危
険
が
あ
る
と
き
、
周
囲
の
状
況

な
ど
か
ら
避
難
の
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
と
き
は
、
お
互
い
に
協
力
し

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
倒
壊
や
落
下

な
ど
の
危
険
物
、
洪
水
の
場
合
は
足

元
に
十
分
注
意
し
、
特
に
、
乳
幼
児

や
お
年
寄
り
、
病
気
の
人
、
身
体
の

不
自
由
な
人
を
安
全
に
誘
導
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

※
事
前
に
避
難
コ
ー
ス
を
下
見
し
、

危
険
な
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

○
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

①
避
難
す
る
前
に
も
う
一
度
火
の
元

を
確
認
す
る

②
外
出
中
な
ど
の
家
族
の
た
め
、

避
難
先
の
メ
モ
を
残
す

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
な
ど
の
安
全
な
服
装
を
す

る
④
荷
物
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る

⑤
自
動
車
の
使
用
は
厳
禁
、
徒
歩
で

避
難
す
る

⑥
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
手
は
し
っ

か
り
握
る

⑦
狭
い
道
、
塀
ぎ
わ
、
崖
や
川
べ
り

な
ど
は
な
る
べ
く
避
け
る

⑧
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
１
へ
。

〜
楽
し
く
編
め
る

素
敵
な
ニ
ッ
ト
〜

西
山
服
飾
編
物
学
院
で
は
、「
楽
し

く
編
め
る
素
敵
な
ニ
ッ
ト
」の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◎
受
講
料
は
無
料
で
す(

教
材
費
は

実
費
負
担)

と
き

10
月
４
日(

木)

･
11
日(

木)

18
日(

木)

･
25
日(

木)

･
30
日(

火)

午
後
１
時
〜
３
時(

全
５
回)

と
こ
ろ

西
山
服
飾
編
物
学
院(

西

倉
内
町)

定
員

15
人(

先
着
順)

申
し
込
み

９
月
10
日(

月)

か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
電
話
で
西
山
服
飾

編
物
学
院
へ
直
接

詳
し
い
こ
と
は
、
同
学
院
1

３

０
５
３
へ
。

第
７
回
利
根
沼
田
勤
労
者
美
術
展

を
、
十
一
月
十
四
日(

水)

か
ら
十
八

日(

日)

ま
で
の
五
日
間
、
沼
田
市
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し

ま
す
。
力
作
を
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

出
品
資
格

利
根
沼
田
に
勤
務
、
ま

た
は
居
住
し
て
い
る
勤
労
者

募
集
種
目

絵
画
、
書
道
、
写
真
、

手
芸
彫
刻
の
４
部
門

応
募
上
の
注
意

①
未
発
表
の
作
品
で
、
出
品
点
数
は

１
種
目
に
つ
い
て
２
点
以
内(

出

品
種
目
数
に
は
制
限
な
し)

②
県
展
委
嘱
作
家
・
職
業
的
作
家
な

ど
は
対
象
外(

賛
助
出
品
扱
い)

③
作
品
サ
イ
ズ
は
、
絵
画
は
展
示
で

き
る
程
度
の
額
に
入
れ
ら
れ
る
大

き
さ
、
書
道
は
全
紙
以
内
、
写
真

は
四
つ
切
り
と
し
、
手
芸
彫
刻
に

つ
い
て
は
制
限
し
ま
せ
ん

作
品
の
搬
入

作
品
は
包
装
し
、
所

定
の
申
し
込
み
用
紙
を
添
え
て
11

月
６
日(

火)

の
午
後
２
時
か
ら
８

時
ま
で
に
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

へ詳
し
い
こ
と
は
商
工
観
光
課
工
業

振
興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ
。

20

広報ぬまた 平成19年９月１日

お
知
ら
せ

募
　
　
集

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

防
災
は
日
ご
ろ
の
備
え
か
ら

平
成
19
年
度
群
馬
県
生
涯
学
習

促
進
事
業「
編
み
物
講
習
会
」

利
根
沼
田
勤
労
者
美
術
展
作
品
募
集
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公
立
保
育
園(

ぬ
ま
た
南
保
育
園)

の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
士

１
人

※
一
週
間
の
勤
務
時
間
が
40
時
間

で
一
日
の
勤
務
時
間
が
８
時
間
の

常
勤
の
臨
時
職
員

賃
金

日
給
六
、
五
〇
〇
円(

社
会

保
険
加
入)

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
７

へ
。第

十
一
回「
群
馬
銀
行
環
境
財
団

賞
」を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象

地
球
環
境
や
生
態
系
を

守
る
た
め
の
実
践
活
動
、
研
究
、

提
案
な
ど

省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

身
近
な
実
践
活
動
、
工
夫
、
提
案

な
ど

応
募
資
格

県
内
の
非
営
利
法
人
・

団
体
、
個
人

応
募
方
法

応
募
用
紙(

規
定
な
し)

に
応
募
者
の
名
称(

団
体
名
ま
た

は
個
人
名)

、
代
表
者
の
氏
名(

団

体
・
法
人
の
場
合)

、
所
在
地(

個

人
の
場
合
は
住
所)

、
電
話
番
号
、

テ
ー
マ
を
記
入
し
、
活
動
記
録(

五

千
字
以
内)

と
写
真
・
機
関
誌
・

研
究
報
告
な
ど
を
添
え
て
財
団
事

務
局
へ

応
募
期
限

12
月
14
日(

金)

賞

一
点
10
万
円(

７
点
以
内)

詳
し
い
こ
と
は
、
財
団
法
人
群
馬

銀
行
環
境
財
団
事
務
局
1
０
２
７

（
２
５
５)

６
１
６
０
へ
。

毎
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る「
ま
ち

づ
く
り
月
間
運
動
」の
一
環
と
し
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞
」の
募
集
が

行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

応
募
上
の
注
意

①
ハ
ガ
キ
に
よ
る
応
募
に
限
り
、
一

人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
作
品
は
一
点

限
り
と
し
ま
す
。
児
童
、
生
徒
の

部
は
、
学
校
で
同
形
状
の
用
紙
を

使
用
し
、
ま
と
め
て
応
募
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

②
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業(

学
校
名
・
学
年
）、

応
募
部
門
を
明
記
の
上
、
〒
102-

０
０
９
４
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾

井
町
３-

32
財
団
法
人
都
市
計
画

協
会
内
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委

員
会
標
語
募
集
係
へ

③
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者
に

帰
属
し
ま
す
が
、
受
賞
作
品
は
次

年
度
以
降
の「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」

の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
自
由
に
活
用

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

課
題
「
地
域
が
担
う
ま
ち
づ
く
り

・
ま
ち
お
こ
し
」

※
地
域
が
担
う
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち

お
こ
し
を
テ
ー
マ
に
合
い
言
葉
を

募
集

賞

一
般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の
部

(

中
学
生
以
下)

と
も
に
国
土
交
通

大
臣
賞
ほ
か
　

応
募
締
め
切
り

12
月
31
日(

当
日

消
印
有
効)

発
表

平
成
20
年
５
月
に
受
賞
者
に

直
接
通
知
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
県
都
市
計
画
課

1
０
２
７(

２
２
６)

３
６
６
３
へ
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

10
月
21
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
東
消
防
署

定
員

15
人(

先
着
順)

申
し
込
み

各
消
防
署
で
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署

1

１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２

３
０
０
、西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

北
消
防
署
1

４
３
４
９
へ
。

県
で
は
、
社
会
資
本
整
備
の
指
針

と
な
る「
ぐ
ん
ま
県
土
整
備
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
指
針

の
事
業
計
画
で
あ
る「
地
域
プ
ラ
ン
」

の
策
定
作
業
を
開
始
す
る
た
め
、
道

路
整
備
や
河
川
改
修
な
ど
、
皆
さ
ん

の
思
い
を
お
聞
き
す
る「
地
域
別
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

ま
す
。

対
象

利
根
沼
田
に
在
住
・
在
勤
で

県
の
道
路
整
備
や
河
川
改
修
な
ど

の
社
会
資
本
整
備
に
関
心
の
あ
る

人
実
施
回
数

平
成
20
年
３
月
ま
で

に
３
回
予
定

応
募
期
限

９
月
20
日(

木)

募
集
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
で
郵

送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け

※
応
募
用
紙
は
県
土
木
事
務
所
、
ま

た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
土
木
事
務

所
1

５
５
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

９
９

４
３
へ
。

臨
時
職
員(

保
育
士)

募
集

ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞
募
集

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

10
年
後
の
ぐ
ん
ま
の
姿
を

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
募
集

群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
募
集

10月１日は浄化槽の日

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１
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二
等
陸
・
海
・
空
士

18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
男
／
年
間
を
通
じ
て

看
護
学
生

高
卒(

見
込
み
を
含
む)

24
歳
未
満
の
男
女
／
９
月
７
日

(

金)

〜
９
月
28
日(

金)

防
衛
大
学
校
学
生

高
卒(

見
込
み

を
含
む)

21
歳
未
満
の
男
女
／
９

月
７
日(

金)

〜
９
月
28
日(

金)

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

高
卒(

見

込
み
を
含
む)

21
歳
未
満
の
男

女
／
９
月
７
日(
金)

〜
９
月
28
日

(

金)

予
備
自
衛
官
補

18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
男
女
／
10
月
15
日(

月)
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所
1

４
１
１
１
へ
。
自
衛

隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://w
w
w
.m
o
d
.go.jp/pco

/gunm
a

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
６
日(

土)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21(

１
階)

相
談
内
容

登
記
・
相
続
・
債
務
整

理
相
談
な
ど

相
談
員

群
馬
司
法
書
士
会
沼
田
支

部
会
員

詳
し
い
こ
と
は
、
同
支
部
1

１

０
８
４
へ
。

皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て
の
関
心

を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ

う
と
「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
地
価
評
価

等
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

10
月
４
日(

木)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

前
橋
会
場
・
前
橋
市
役

所
、
高
崎
会
場
・
高
崎
市
役
所
、

桐
生
会
場
・
桐
生
倶
楽
部
、
伊
勢

崎
会
場
・
伊
勢
崎
市
役
所
、
太
田

会
場
・
太
田
市
役
所
、
渋
川
会

場
・
渋
川
市
役
所

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
土
地
・
水

対
策
室
1
０
２
７(
２
２
６)

２
３
６

６
、
ま
た
は
　
群
馬
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
1
０
２
７(

２
４
３)
３
０
７

７
へ
。

認
知
症
の
発
症
や
進
行
は
、
生
活

習
慣
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
日

常
生
活
の
小
さ
な
変
化
に
気
付
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
保
健
師
が
脳
の
働

き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
４
日(

木)

午
前
10
時
か

ら
と
午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
相
談
室
ほ
か

申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防

係
へ
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
２
へ
。

う
つ
病
は
特
別
な
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
う
つ
病
の
正
し
い
知
識
を

学
ぶ
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

①
９
月
25
日(

火)

②
10
月
23

日(

火)

※
両
日
程
と
も
に
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
県
民
学
習
室

テ
ー
マ

う
つ
病
に
つ
い
て
・
治
療

と
回
復
過
程
お
よ
び
家
族
の
対
応

に
つ
い
て

費
用

無
料

申
し
込
み
先

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ー
1
０
２
７(

２
６
３)

１
１
５
６

詳
し
い
こ
と
は
、同
セ
ン
タ
ー
へ
。

「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
自
殺
予
防
い

の
ち
の
電
話
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
こ
こ
ろ
の

苦
し
み
を
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

期
間

平
成
20
年
３
月
ま
で
の
毎
月

10
日
、
午
前
８
時
〜
翌
日
の
午

前
８
時

電
話
番
号

０
１
２
０(

７
３
８)

５
５
６

費
用

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
日
本
い
の
ち
の

電
話
連
盟
事
務
局
1
０
３(

３
２
６

３)

５
８
７
５
へ
。

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」は
、
が
ん
を
克

服
し
た
人
た
ち
の
会
で
す
。

九
月
の「
が
ん
征
圧
月
間
」で
は
、

会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ひ
ま
わ

り
の
会
会
員
お
よ
び
健
康
づ
く
り
の

財
団
の
医
師
、
保
健
師
、
看
護
師
に

よ
る
「
無
料
が
ん
電
話
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。

と
き

９
月
12
日(

水)

〜
14
日(

金)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

電
話
番
号

０
２
７(

２
６
９)

７
８

０
４

広報ぬまた 平成19年９月１日

募
　
　
集

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

10
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料
相
談
会

う
つ
の
家
族
教
室

い
の
ち
の
電
話

が
ん
電
話
相
談

相
　
　
談

司
法
書
士
無
料
相
談

も
の
忘
れ
健
康
相
談

出張！開運なんでも鑑定団 in 沼田

テレビでお馴染みの｢開運なんでも鑑定団｣が沼田
にやってきます。
※鑑定希望の人は、12月20日(木)(第１回募集締め切
り)までに沼田利根ライオンズクラブ1○23０６１６
へ(平日の午前10時～午後４時受け付け)
とき 平成20年８月３日(日)午後１時開演
ところ 利根沼田文化会館大ホール
詳しいことは、同クラブへ。

沼田にて公開録画予定

お宝鑑定品を募集します！

（社）
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

10月17日(水)

10月２日(火)

10月11日(木)

10月17日(水)

10月31日(水)

10月19日(金)

午後０時45分～１時45分

午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時30分～２時15分

午後１時～１時20分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

10月のこあらクラブはお休みです。

10月の歯科相談はお休みです。

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳

利根保健福祉センター

白 沢 町 振 興 局

市保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

４ カ 月 児

10 カ 月 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

10 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

平成19年５月13日～６月15日生まれ

平成18年11月29日～12月22日生まれ

平成18年12月23日～平成19年１月19日生まれ

平成18年３月９日～４月 ４日生まれ

平成16年６月30日～７月25日生まれ

平成16年７月26日～８月14日生まれ

乳児（1歳未満）

幼児

平成17年10・11月生まれ

保健ガイド 10月

ポリオ以外の予防接種は医療機関で実施しています。
詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

◎高齢者(65歳以上)インフルエンザ予防接種を実施します。かかりつけ医にご相談ください。

ふれあい福祉センター

10月の休館日
1．8．15．22．29日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき ９月11日(火)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定
とき 10月11日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・栄養相談

歯科相談
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 9月3日･10日･18日･25日、10月1日･
9日･15日･22日･29日／午後1時～3時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 9月19日(水)、10月17日(水)午後1時
30分～4時／電話で予約を受け付けていま
す。※沼田市民に限ります。社会福祉課社
会係(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)、電話相談の場合は、1○23５
４１１へ

とき 9月4日･11日･18日･25日の火曜日／午
前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 9月6日･20日、10月4日･18日の木曜日／
午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(青少年健全育成・非行に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

10月の予防接種

健

康

診

査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

平成19年６・７月生まれ

平成18年11・12月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人

妊娠届出書をご持参ください。

生後３カ月から生後90カ月に
至るまでの間にあるお子さん

10月10日(水) 

10月９日(火)

10月30日(火)

10月18日(木)

10月４日(木) 

10月25日(木) 

10月５日(金)

10月26日(金) 

10月26日(金)

10月の市民献血はお休みです。

ポリオ



この広報は再生紙を使用しています

ソ
バ
畑
で
農
業
体
験

「
暑
か
っ
た
け
ど
、
短
か
っ
た

よ
ね
…
夏
」。
あ
る
映
画
の
中

の
有
名
な
せ
り
ふ
で
す
が
、
暑

い
暑
い
と
言
い
な
が
ら
も
楽
し

か
っ
た
夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
は
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
姉
妹
都
市
下

田
市
の
白
浜
海
岸
に
出
掛
け
て

き
ま
し
た
。
目
の
前
に
広
が
る

澄
ん
だ
海
と
青
い
空
、
お
い
し

い
海
の
幸
に
親
子
そ
ろ
っ
て
大

満
足
の
夏
休
み
に
な
り
ま
し
た
。

暦
の
上
で
は
も
う
秋
。
過
ご

し
や
す
く
は
な
り
ま
す
が
、
夏

の
疲
れ
が
ど
っ
と
出
て
く
る
季

節
で
す
。
体
調
に
気
を
付
け
て

実
り
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

固定資産税・都市計画税

国民健康保険税

国民年金保険料

上下水道使用料

３　期

６　期

８月分

３　期

納期限　10月１日(月)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
5
０
２
７
８

５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る「
そ
ば

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
」。
八
月
五
日(

日)

に
秋
塚
町
の
ソ
バ
畑
で
行
わ
れ
た
種

ま
き
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
六
十
人
の

オ
ー
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
都
市
住
民
に
約
三
十
平
方
メ

ー
ト
ル
の
畑
を
提
供
し
、
交
流
を
し
な

が
ら
農
作
業
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。
今
後
も
花
見
や
収
穫
、
そ

ば
打
ち
の
作
業
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

○24

「
暑
か
っ
た
夏
」

｢観音の聖地三十三所を巡るものは地獄へ落ちることなし｣といわれ、病
びょう

気
き

平
へい

癒
ゆ

や家内安全、諸
しょ

願
がん

成
じょう

就
じゅ

、極
ごく

楽
らく

往
おう

生
じょう

を求めて、人々は江戸時代盛んに札所を設けて順礼に巡った。迦葉山弥勒寺を第一番と
した｢沼田坂東三十三所｣は明和四年(１７６７年)僧恵満によって開かれたらといわれる。平出の正眼
寺には、その第十八番札所が置かれ、聖

しょう

観
かん

音
のん

を主尊とし｢頼みくる　心はすぐに正眼寺　誠にかなう
身こそ嬉しき｣の御

ご

詠
えい

歌
か

も残されている。今日、手
てっ

甲
こう

脚
きゃ

胖
はん

にわらじ履き、おいずる姿で木札を打ち、御
詠歌を唱える順礼たちの姿はないが、観音群はしっかりと現在でもその役割を守り続けておられる。
この寺は書家米倉大謙先生の寺である。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑭

正
しょう

眼
がん

寺
じ

の札
ふだ

所
しょ

観音群(白沢町平出)

秋塚そば組合「そばのオーナー制度」で、暑い中
作業に汗を流す参加者


